
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立桜木中学校 ）     学校番号 ２２３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 学ぶ喜びのある学校 生徒の夢をはぐくむ学校 生き生きと活動する学校 保護者・地域とともに活動し信頼される学校        

          

重 点 目 標 

１ 生徒・保護者の期待に応える質の高い教育活動を展開し、生徒の学力と体力の向上に努める 
２ 生徒が安心して学ぶことのできる誰一人取り残さない教育環境づくりに努める 
３ 保護者・地域とともに活動し信頼される学校づくりに努める 
４ 質の高い教育活動を支える教職員の資質能力向上に努める 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 ６年 ２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査では、国語、数

学、理科、社会と全国、市平均と比べ良好な結果である。 

〇令和４年度の全国学力・学習状況調査において、「国語・数

学・理科の勉強は好きですか」の質問に肯定的な回答をした

生徒の割合は、全国、県平均を大きく上回った。 

○「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」でＰＢＬとプログラミング的思

考を育む内容を中心に、探究的な学びを行う単元を創り出

し、実施している。 

（課題） 

〇学力の向上に対して、保護者、地域共に特に関心が高く、学

力と体力のさらなる向上が課題である。 

〇全国学力・学習状況調査の結果分析から、特に国語の「書く

こと」等について全国平均をやや下回っていることから「主

体的・対話的で深い学び」への取組が必要である。 

○「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」の充実による探究的な学び、協

働的な学びの実施。 

・ＩＣＴを活用した「主

体的・対話的で深い学

び」や、個別最適な学

びの実現 

①「主体的・対話的で深い学び」「個

別最適な学び」を実現するためにＩ

ＣＴを活用した公開授業を行う。 

②「スタディサプリ」を含めたＩＣＴ

を活用する授業を各単元で行う。 

①全ての教員がＩＣＴを活用した公開

授業を１回以上行う。 

②「スタディサプリ」を含めたＩＣＴ

を活用する授業を各単元で１回以上

行う。 

①全教員がＩＣＴを活用

した公開授業を１回以

上行った。 

②「スタディサプリ」を

活用する授業を各単元

で１回以上行った。 

Ｂ 

○ＩＣＴの使用を目的にするのではな

く、あくまでも手段として活用して

いくための研究が引き続き課題とな

る。 

○「スタディサプリ」のさらなる活用

を検討していく必要がある。 

 

・ＩＣＴを使った授業は多様な

意見を交換できる等とてもよい

取組であり、主体的・対話的で

深い学びにつながると考える。

今後更に活用の幅が広がること

を期待する。 

・生徒の学習の理解度に応じた

学びの場を提供することも考え

る時期にきているのではない

か。 

・グローバル化を背景に主体的

に課題を発見し、納得解を得る

ことができる力を子どもに身に

付けさせるため、「ＳＴＥＡＭ

Ｓ ＴＩＭＥ」をはじめとする

探究的な学び、協働的な学びの

充実に努めていただきたい。 

・「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩ

ＭＥ」の実践による、

より探究的な学び、協

働的な学びの実現 

 

 

 

①ＳＴＥＡＭＳ担当を中心に研究を行

い、３年間を見通した計画を立て

る。 

②生徒が協働的に学び、試行錯誤しな

がら、現代的な課題の解決を目指す

「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」を展開

する。 

①学校自己評価に係る教職員アンケー

トにおいて、関連する項目の肯定的

な回答の割合を８０％以上とする。 

②「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」実施後

の生徒アンケートで「教科の学習に

対する関心が高まった」と回答する

生徒の割合を８０％以上とする。 

①教職員アンケートで肯

定的な回答の割合が８

０％以上となった。 

②生徒アンケートで肯定

的な回答の割合が８

０％以上となった。 Ｂ 

○「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」でＰＢ

Ｌとプログラミング的思考を育む内

容を中心に、探究的な学びを行う単

元を創り出し、実施することができ

たが、内容については今後検討し、

さらなる充実を図る必要がある。 

2 

（現状） 

〇全国学力・学習状況調査において、「先生はあなたのよいと

ころを認めてくれる」「困りごとや不安がある時に、先生や

学校にいる大人にいつでも相談できますか」「学校に行くの

は楽しいと思いますか」の質問に肯定的な回答をした生徒の

割合は、全国、県平均を大きく上回った。 

〇昨年度、スポーツ振興センターに申請した医療機関の受診は

５９件であった。 

（課題） 

〇コロナ禍によるストレスや生活の変化が生徒の心身に与える

影響が大きいことから、今後も、生徒一人ひとりの状況を的

確に把握し、適切なタイミングで組織的に支援・相談してい

く体制、仕組みづくりが課題である。 

〇個別最適な学びをより充実させるための環境整備が課題であ

る。 

〇教職員による施設設備の安全点検を確実に行うだけでなく、

生徒が自ら危険を予測したり、回避したりする力をはぐくむ

ことが課題である。 

・いじめや不登校に係る

事案の未然防止、早期

発見・早期支援、再発

防止のための組織的な

体制づくり 

①個に応じた対応をするための環境の

充実化を図る。 

 

 

②情報端末を活用して生徒向けアンケ

ートや面談等の記録を蓄積し、生徒

一人ひとりの状況を継続的に把握で

きるようにする。 

①学校自己評価に係る教職員アンケー

トにおいて、関連する項目の肯定的

な回答の割合を９０％以上とする。 

②学校自己評価に係る保護者アンケー

トにおいて、関連する項目の肯定的

な回答の割合を９０％以上とする。 

①教職員アンケートで肯

定的な回答の割合が９

０％以上となった。 

②保護者アンケートで肯

定的な回答の割合が９

０％以上となった。 

Ａ 

○肯定的な回答を多く頂いたが、満足

することなく、常にアンテナを高く

し、早期発見・早期支援に努め、組

織的に対応していく必要がある。 

○アンケート結果の記録の蓄積につい

て検討していく必要がある。 

○ＳＳＲの設置により、個別最適な学

びに向けた学習環境の充実を図るこ

とができた。 
 

・これからもアンテナを高く

し、生徒とのコミュニケーショ

ンを密にすることで、生徒の些

細な変化に気づいてほしい。ま

た、生徒、保護者に対して迅速

に対応して頂いているので、引

き続きお願いしたい。 

・ＳＳＲの活用をはじめ、個別

最適な学びに向けた学習環境の

さらなる充実を図って頂きた

い。 

・生徒自身が安全について考え

られるような取組に期待した

い。 

・安全な生活の実現に主

体的に取り組む生徒の

育成 

①委員会活動等を中心に、校内におけ

るケガの発生場所、件数、原因など

を分析し、生徒と結果を共有できる

ようにする。 

①生徒アンケートで「以前より安全を

考えて行動するようになった。」と

回答する生徒の割合を８０％以上と

する。 

①生徒アンケートで肯定

的な回答の割合が８

０％以上となった。 

Ｂ 

○校内でのケガについては、依然とし

て多いので、未然に防ぐための取組

が今後の課題である。 

○全生徒が意識を高められるような取

組の検討が必要である。 

3 

（現状） 

〇昨年度、本校学校運営協議会を立ち上げ、生徒を地域全体で

育てていくことを共有し、コミュニティ・スクールの実施が

スタートしたところである。 

（課題） 

〇今年度は、地域ぐるみで本校生徒をはぐくむ体制をつくるた

め、本校教育活動の質的向上を図るためのＰＤＣＡサイクル

が機能するように学校運営協議会を運営していく。 

〇学校運営協議会をはじめとする地域住民等からの意見を積極

的に取り入れ、本校教育活動への地域住民等の参画意識を高

める。 

・学校運営協議会との熟

議を通じた地域住民、

保護者等との信頼関係

の深化 

①学校運営協議会を計画的に実施す

る。 

②教育活動を積極的に公開する。 

③生徒の活動や学校の様子等を、家

庭、地域に発信できるようなＨＰを

充実させる。 

①学校運営協議会を年３回設定する。 

②学校運営協議会委員、保護者、地域

に教育活動を公開する場を年３回以

上設定する。 

③ＨＰを毎月更新する。 

①年３回実施した。 

②体育祭、合唱祭、公開

授業、卒業式と、４回

公開した。 

③本校ＨＰを月１回以上

更新した。 

Ａ 

○昨年度よりも教育活動を公開する場

を増やすことができた。授業参観を設

定することができた。 

○地域諸団体の行事に生徒ボランティ

アを派遣することで、本校教育活動へ

の理解を深めて頂けた。 

○ＨＰの更新は月１回以上更新できた

が、保護者に向けたスクリレでの情報

発信を充実させる。 

 

・地域諸団体の行事に生徒をボ

ランティアで派遣したことは、

桜木中の教育成果を知ってもら

う上でも効果があった。引き続

き、拡充を図っていただきた

い。 

・桜木中学校の「求める生徒

像・学校像・教師像」の具現化

に向けてこれからも生徒が充実

感、自己肯定感を高められるよ

うな教育活動を行ってほしい。 

・「求める生徒像・学校

像・教師像」の具現化

に向けた学校評価を基

盤とする学校経営の改

善・充実 

①「求める生徒像・学校像・教師像」

の具現化に向け、学校評価を再構築

する。 

①学校自己評価に係る教職員アンケー

トにおいて、関連する項目の肯定的

な回答の割合を８０％以上とする。 

①教職員アンケートで肯

定的な回答の割合が８

０％以上となった。 Ｂ 

○「求める生徒像・学校像・教師像」

の具現化に向け、学校評価を再構築

したが、さらに生徒が充実感、肯定

感を高く持てる教育活動を目指した

い。 

4 

（現状） 

〇昨年度から「お互いのよさを認め合う生徒の育成 ～教育活

動全体を通じた人権教育の実践～」という研究主題で研究を

進めている。 

〇新たな学びのスタイルの中心となる、情報端末をはじめとし

たＩＣＴの活用方法について、エヴァンジェリストが中心と

なり研修を重ねている。 

（課題） 

○相手を思いやり、お互いのよさを認め合う力の育成が課題で

ある。 

〇ＩＣＴの活用について、教員間で取組の差がみられる。 

・教育活動全体をとおし

た計画・組織的な人権

教育の在り方の研究に

よる人権意識の高揚 

・「教える」から「学習

者が主体的に学ぶ」授

業への転換を目指した

ＩＣＴ活用能力の向上 

①学校課題研修主任を中心に組織的に

研修会を行い、人権教育の視点を意

識した授業づくりに努める。 

 

②ＩＣＴを活用した実践を「桜木中学

校ＩＣＴ活用プラットフォーム」で

共有する。 

 

①学期に２回以上、人権教育の視点を

意識した授業に関する研修を行う。 

 

②「桜木中学校ＩＣＴ活用プラットフ

ォーム」を、学期に 1 回以上活用す

る。 

①学期に２回以上研修を

行った。さらに教員同

士でお互いに授業を参

観する機会を設けた 

②ＩＣＴを活用した実践

を共有した。 Ｂ 

○人権教育の視点を意識することも踏

まえつつ、ＩＣＴを活用した授業の

実践を積み重ねていくことに課題が

ある。ＩＣＴを使うことを目的にす

るのではなく、あくまでも手段とし

て活用していくための研究が引き続

き課題となる。 
 

・人権教育の視点を踏まえた授

業は今後も積極的に行ってほし

い。ＩＣＴ含め、先生方の授業

力向上が、生徒の学力と体力の

向上につながると考える。働き

方改革を尊重しつつ、今後も引

き続き期待しているところであ

る。 

 


